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序

ニコラス ･ボルンNICOlasBorn(1937-1979)の作品の内,最もよく知られているもの

は,遺作となったロマ-ン 『揖造』DieFalschung(1979)であろう｡1981年にはフオル

カ一 ･シュレンドルフによって映画化されており,また,2007年にはバイエルン放送に

よってラジオ ･ドラマ化されている｡レバノン内戦を舞台にした本作は,確かに,国家

対国家の枠組の当てはまらない.内戦とそれ-の諸外国の介入を基本構図とする局地的

戦争という現象とこれを報ずるジャーナリズムの問題をテーマとし,いわゆる (テロと

の戦争)や (アラブの春)に象徴される21世紀初頭の世界情勢を予見するかのような性

格を持っている｡その意味で,今日におけるボルン作品のアクチュアリティを象徴する

作品と言えるかもしれない｡しかし,彼がこのようなテーマを的確に取 り上げることが

できた背景,しかも危険を顧みずあえて自らベイルー トで現地取材を行ってまで執筆し

た背景には,小説ばかりではなく,叙情詩やエッセイなど,それ以前の諸作品の中で鍛

えられ,練り直されてきた彼の世界観と文学観がある｡

彼は(1968年世代)よりもやや年長であり,大学に籍を置いた経験はなく,1963年に

西ベルリンに出るまではエッセンで製版工として働く傍ら詩作に励んでいた｡労働組合

員であり,(のちに離党するが)社会民主党員でもあった｡(1968年)的なる(革命的)学

生運動に対する共感と疎外感のはぎまで,彼の創作は続けられた｡彼の実践した,特に

反原発連動への参加に見られる,非党派的かつ個人主義的なアンガージュマンのスタイ

ルや.『機械の世界』DleWeltderMaschlne(1977)に代表されるエッセイで展開され

た,経済グローバリゼーションの急速な展開および多国籍資本への諸国家の従属の予測

とその危険性の指摘,そしてそれに対する困難な本質的抵抗の可能性,特にその文学に

よる可能性の模索は,今日なお色越せていない｡しかしながら,この見逃しようのない

アクチュアリティにも係わらず,ボルン作品の総体を念頭に置けば,その再評価はまだ

緒に就いたばかりであり,特に叙情詩作品については,個別の詩の解釈を越えた集中的

研究は未だほとんど見られない｡本稿が目指すのは,このような研究状況を踏まえた上

で,彼の代表的詩集を取り上げ,そのポエーテイクを解明することである｡

ボルンは,1965年,47年グループの会合に呼ばれ,ロマ-ン 『二日目』1)の一部を朗

1) NICOlasB(,rn=DerZwelteTag,Roman.Koln(KlePenheuer)1965.
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読,同年,これを出版したO第-詩集 『市況』2)が出版されたのはその二年後のことだ｡3'

これに続く 『おれの頭はどこにある』4)を経て,詩人としてのボルンの独自の作風が確立

されるのが,1970年から72年までに書かれた作品で構成された三番目の詩集 『発見者

の臼』である｡5)

本稿では,まず,詩集全体を特徴付ける(語りかける一人称)と(語りかけられる二人

称)の構Lx]を分析して詩作における詩人の基本姿勢を確認し,次に,時代背景を象徴す

るモチーフとしての (アメリカ)の諸相を手掛かりに本作品における(日常)の歴史性を

問う｡さらに,これらの作業の成果を踏まえ,生と死の重なり令いを身体的リアリティ

で感受し,願望の喚起によって (現実)に新たな眺めをもたらそうとするこの詩集のポ

エーテイクの特徴に考察を加える｡その際には,収録作品群を個別に見るだけではなく,

一貫したテマーティクを伴う(詩集)としての全体性においてそれらを捉えることを念頭

に置きたい｡''J

2) NICOlasBorn:Marktlage･Gcdichte.Koln(lGepenheuer)1967
3) クレンプによれば.この処女詩集刊行以前のボルンの最初期叙情詩作品は,聖書

由来のものを含む伝統的モチーフの頻出や古風な語法,自然に依拠するメタファーの多用

など,エルンスト･マイスターF,mstMelSter(1911-1979)からの強い影響を感じさせるが,

すでに 『市況』収録作品群ではスタイルが一変し,ブレヒトの特定の作品を連想させるも

のや,ブリンクマン風の流儀が見られるoJorgWemerlむemp:1nmlttengehenwlrnCbenhcr.

NICOlasB｡rn‥BIograPhlC,BlbllOgraPhle,lnterpretatlOnen･Stuttgart(M&P)i994,S･59-75.

4) NICOlasB(,rn:WomlrderKopfstehtGcdlChte,K｡ln(KlePenheuer)197().

5) NICOlasBorn:DasAugedesEntdeckers.GedlChte.Reinbck(Rowohlt)1972.ボル

ン初期の版元 Kiepcnheucr良WltSChで原稿審査をしていたヴェラ-スホフによれば,こ
の詩集 (出版社を変えてR｡wohltから刊行された)によってボルンは ｢詩人としての一

般的認知を得た｣のであり,ここに収録された作品は初期の作品と比べて ｢よりスケー

ルが大きく,より表現力が強く｣なっている｡DletCrWellershoff:DieFremdheltdesLebens.

197'),In:LlteraturMagazln21(Rowohlt)1')88,S.126.この頃のボルンについて,北彰は
｢昂揚 した文学運動が停滞に向い,若い世代が新主観派の単なるコピーに走っていく中

で,彼は (時代の表現形式)から脱け出し,(. )メタファの言葉の中に自分-筒の独白

の詩の世界を作 りあげようとする古典的正統的な詩的表現への歩みを辿 り始めていた｡｣

と的確に評している｡北彰:N.ボルンあるいは ｢新主観派｣の位置 [中央入学人文科学

研究所編研究叢書 6『二〇世紀後半のヨーロッパ文学』中央大学出版部,1990,237-273

頁]244頁｡日付や,個人名 (特に友人の名),地名,作品タイトルなどの固有名詞がタ

イトルや諸行に頻繁に見られるが,これらは,作者の私的日常生活の断片を直接作品に

取り込み.これをあたかもそのまま提示するかのような手法の一環であり,1950年代か

ら60年代にかけて活躍したアメ7)カの詩人たち,特にフランク･オハラFrankO'Hara

(19261966)の影響を受けている｡Vgl.NICOlasBorn:Nachw｡rt[zu"Womlrdcrl{opf

stehtH].In:GedlChte.Hrsg.V｡nKatharlnaBorn.G('ttlngen(Wallsteln)2004,S.550.HaraJd

Hartung･RuckkehrzurWlrkllChkelt･ln=NeucRundschau･83･Jahrgang,1973,S1148･
6) 本詩集は全 49編からなる｡わずか数行からなるきわめて短い作品から数百に亘

るものまで規模も多様であり,一貫して短い詩行から構成される場合や様々な長さの詩行

が駆使される場合等,諸行の長さについても,また,タイトルが通常の形式で提示される

ものから諸行-行目が全大文字で強調されるもの等,タイトル表示についてもいくつかの
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おれ,おまえ,おれたち

ボルンの叙情詩作品には,lCh,du,wirが多用される｡『発見者の日』においてもこの

点は顕著である｡まず冒頭の ｢モーリシャスの騒乱｣unruhenaurMaurltluSが,wlrを

主語にした文で始まる｡7)｢ぉれたちは上部構造から落ちるわけじゃない/下部構造

へ/おれたちはけして上部構造の中にいたことはない/せいぜいの ところそこ

で/ちょっと酔っぱらったくらいのもんだ｣"wlrfallennichtausdem Uberbau/aufdle

Basis/wlrWarennielm Uberbau/hochstcnshabenwlrunsda/malvollaufenlassen

これは仲間-の無造作な語りかけの調7･だ｡そばにいて,何らかの仕方で行動を共にし

た者たちへの｡そして語っている声の主として,とりあえず,読者は詩人自身を想定す

ることになるだろう｡こうして (詩集)の世界が幕を開けるが,二編目の ｢行く歩く走

る｣Gehenlaufenrennenもまた,(おれ)と(おまえ)が世界の起点となる (94)｡臼)｢行

く歩く走る/おまえとじゃなきゃおれと とおれはおまえに言う｣"GEHEN LAUFEN

RENNEN/mltdirodermlrSaglChdlrHそして ｢おれたち｣がゆっくり歩いていると,

走っている人々に出会い,自分たちにはどうしても共感できない幸せな人々に会い,彼

らがバカみたいな ｢幸せ｣の向こう-消えるのを見る｡こうして自分たちと他者との問

の隔絶によって仲間意識が強化され,やがてichはduに対し,ある意味で助けを求め

るo｢おれたちは歩き続ける/ついに立ち止まることができるようにO/おまえがたとえ

ばじきに立ち止まるっていうのはどうだ/おれがじきに立ち止まれるようにO/唾も出

ないし息も切れたO/立ち止まれよなあいい加減に/立ち止まってくれよ｣Hwlrlaufen

weiter/um endllCh stehenblelben Zukonnen./ Duzum Beisplelbleibstdubald

stehn/darnlt.Chbaldstehenblelbenkann?/SpuckeundAtem blelbenweg./Blelbdoch

malstehnblelbdochendJICh/malstehn!"

｢7月15日木曜日｣Donnerstag,funfzehnterJullでは,やや状況が異なる (99-102)｡

まずは保たれるべき感情,いわく言い難く離れがたいものどもが挙げられる｡｢すべての

忘れられた映画/すべての失われた窓/それはいつかある日までとっておきたい/おれ

たちの生活のメルヒエン… ｣=allevergessenenTon丘1me/al1everlorenenFenster/die

ruhensolltenblSelneSTageS/DASMARCHEN UNSERESLEBENS…H(99)ここで

の ｢おれたち｣は,前提となる心理の感傷性,名指されるものの示す具体性によって個

別性を増し,より親密な関係の気配のために,読者を立ち止まらせるかもしれない｡つ

パターンが見られる｡それらの形式上変化に富んだ作品は,特に前後に隣接する個別作

品同士のテーマ上の隣接や連想,継続,あるいは断絶によって数篇からなるいくつかの

連続するグループを形成し,詩集を全体として見たとき,横急を伴う線的展開を思わせ

る構成的性格が確認できるが,これについては稿を改めたい｡

7) NICOlasBorn:GedlChte,S.93.以下,『発見者の日』からの引用,参照指示に際し
ては頁数のみ丸カッコ内に示す｡

8) この作品のタイトルは独立して掲げられず,全部大文字で綴られていわば詩節一
行目に組み込まれている｡
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まり,読者をことさらに登場人物の位置に導こうとする作用は弱い｡そして詩篇中ほど

でその戸惑いは一応の解消をみる｡｢昨日おれはおまえと/カイザーライヒェで待ち合

わせた/おれたちは時間通りだった/そしてバスは時間通りだった｣"GesternwarlCh

mltdlr/anderKalSerrelCheverabredet/wlrwarenPunkthch/undderBuswarpunktl

llChH(99-loo)こうなれば,読者は傍観者の位置に落ち着くことができるOやがて,こ

こでの ｢おまえ｣は詩人と久しぶりに再会した恋人,あるいは親密なパー トナーである

ことがわかる｡

｢詩の内部で｣Im InnernderGedlChte(118-119)では,冒頭の ｢おまえはそうやって

生きることはできない/現実と競っては｣MDukannstnlChtdavonleben/mltderWirk-

1lChkeltZukonkurrlereǹ̀ に始まり,最終行 ｢おまえはおまえの死だ｣MDublStdelnTodH

に至るまで,1頁以上にわたって一貫してduを主語とし.しかもそのほとんどがdublSt

で始まる詩行によって構成されている｡ここで詩人が彼自身に語りかける姿を見るか,

命令するかのような,暗示にかけようとするかのような自分へのメッセージを聞くかは

読者の自由だoいずれにせよ,結果的に,読者は詩人の場所へ接近することになるOこ

こでは詩人自身の位置で詩人の声を聞くことも可能だ｡

詩集の最後から五番目に置かれた ｢点灯｣LIChtan(185187)もまた,duが重要な役

割を果たす｡ここでのduは姿は見えないが書き手にとっては馴染みの存在であるらし

く,全篇がこのduへの語 りかけによって構成される｡この ｢おまえ｣は詩人にとって

のもうひとりの自分とも呼ぶべき存在であろうo｢自己愛｣についての言及も語り手と

duとの関係の性質を暗示する｡ただし,他者や事物-の成り変わりの例が自由に列挙さ

れる内容は.語る詩人と語りかけられている ｢おまえ｣との双方の輪郭を,少なくとも

常識的な次元では,(何にでも成れる人格)として暖味にしてしまう｡この意味での人格

の揺らぎは.人称の括し示す領域をより開かれたものにする｡り)ここでも,読み手は,

この詩人の分身の位置,すなわち語 りかけられる相手としての位置と,対話の情景を傍

観する位置とのあいだを行き来すべく促されているのである｡

前後に隣接する ｢指名手配書｣Fahndungsblatt(121)と ｢履歴 ｣Lebenslaufe(122-125)

は,lCh自体をテーマとした一対をなす｡｢捜索されるのはおれだ｣=GesuchtwlrdICHH

で始まる前者はlChを主語とする文を連ねて,自分の特徴を列挙し,あえて自分を追い

詰めるためのヒントをさらす犯罪者の不敵,あるいは,何らかの意味で自分を見失った

男の不安が暗示される｡非日常的な仕方での1Chの問い直しの戯画である｡これを受け

て ｢履歴｣は ｢誰の観念なんだおれは/誰の出来事なんだ?｣Mwessenvorstellungbln

9) 『発見者の目』の後書きでボルンは, ｢誰もが誰かほかの者でもある｡同時に,そ

して完全な自覚を伴って｡｣と述べている｡ここに見られる1Chとduの関係もこの主張

の文脈に位置づけることができるだろう｡一般に,｢誰もが｣ひとつの独立した主体であ
り続けながら他の存在へと自由に成り変わること,あるいは成り変わるまでもなく重な

り合う状況の意識化は,この詩集における重要なモチーフのひとつである｡Vgl.Born‥
GedlChte,S553.



未来への手紙 247

･ch/wessenveranstaltung?Mと語り出し,すぐに ｢おれたちはあの頃もう知り合いだっ

たんだ/わかったんだおれはおまえが｣HHabenwlrunsdamalsschongekannt/crkannte

lChdlChHと展開される,しかし,その ｢おまえ｣は ｢おれの顔｣をしている｡ここで

は,自己同一性の確認ともとれる身振りを契機に,二人称への呼びかけが行われたわけ

だが,この二人目の登場人物は自分自身であった｡ただし.このような仕方で対象化さ

れたlChは,かならずLもこの詩集における詩人の実存的不安を告知するものではない｡

むしろそれは自分にとっての過去と現在の体験がその意識化 ･言語化の際に硬直するこ

とを防ぐための戦術であろう｡

また, ｢歴史｣GeschlChte(126-127)と題された作品では,朝日覚めてからのlChの一

見日常的な行動と心稗が,ほぼ-頁にわりlChを主語にした文によって積み重ねられ,後

半に至って ｢おれはおれの名前を言う必要はない/言わなくてもわかるからだ/おれは

世界史の中でのおれのア ドレスを知っている｣"lChbrauchemeinenNamennlChtzu

sagen/dennlChkennelhnohneihnzusagen/ichwelGmelneAdresseinderWeltge-

schichte."との断言が見られる｡｢おれがそれだ｡おれはずっとそれだった｣"IchbュneS .

IchblneSlmmergeWeSen.=ここでは,歴史に規定された存在としての自己に分裂はな

く,｢おれ｣が ｢おれ｣であることへの確信は深い｡川)

最後から二番目の作品, ｢ただひとりの死においてみんなが消えるということ｣Das

Verschwlndenallerlm TodelneSelnZelnen(197-198)でもまた,前述の ｢歴史｣同様,

1Chを主語にした諸行が目立つ｡書き手として自分のしていることに関する数行に渡る

疑問文で始まり,｢おれほどの程度の未来が残されているのかわからない/おれの前に｣

HIchwelfSnlChtwュeWeltdie7Jukunft/mirvorausIStHとの不安が表明される｡ここで

のichは不確かな存在だ｡｢おれはコーヒーを飲み,そしてまだ同じだった/おれはもう

同 じじゃなかったO｣HTchtrankKaffeeundwarnochderselbe/1ChwarnlChtmehr

derselbe."(198)

『発見者の目』における,(おれ ･おまえ ･おれたち)は,具体的にそれらが使用され

ない作品においてさえ,気負わず,無造作に語りかけてくる詩集全体の基本的調子の背

後に,対話の情景,言葉を交わしつつ人間がともに生きる情景を成立させる登場人物と

してその存在感を漂わせている｡詩人にとっての歴史的自己同一性は,実存的不安をパ

10) へニングは,ボルンが ｢すべてを個人的に取る｣作家として, ｢素晴らしく無防

備な私詩lch一ccdlChten｣で ｢現代生活の要求に対する抵抗を枚滑にやってのける｣と述

べ,フォルムヴェ-クは.『観察者の目』収録作品における ｢詩的私意識 [das]1yrlSChe
Ich-Bewuf3tselnが完全無傷であり｣,ボルンの ｢詩を支える主観性は正しい｣と断言して

いる｡ここに見る,変幻自在でありながら揺るぎない1Chは,この ｢詩的私｣のひとつ

の端的な例である｡Vgl.PeterHcnnlng･ErdabgewandterHaarausfall.Vor25Jahrenstarb

NicolasBorn･GebllebcnslndseineWunderbaranWlrkllChkeitendanggeschrlebencnGedlChte･

ZeltOnllne･09･12･2004･HelnrlChVormweg:DasPnnzIPHoffnunglmGedlChtNICOlasB(,ms

"AugcdesEntdeckers".SuddeutscheZcltung･27･9･1972･
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ロデイ化するだけの強度を持っているが,他方で,彼は書き手としての苦悩を隠すこと

なく, ｢おまえ｣や ｢おれたち｣-の言及を通 じて,彼自身の日常生活と苦悩の現場へ

と,読者を引き込もうとしている｡Il)

アメリカ/ベ トナム

｢アメリカ人にはエデンの園がある/そしておれたちにはケチャップがある｣

HAmeflkanerhabendenGartenEden/undwlrhabendasKetchup"(170)

ボルンは 1969年から1970年にかけてアメ1)カに滞在 しているo『観察者の目』にお

いても,(アメリカ)モチーフは重要な位置を占める｡60年代末のアメリカとは,アポ

ロ11号を月に着陸させたケネディのアメリカであり12),ベ トナム戦争のアメリカであ

るo SFの世界を引き寄せるかのようなテクノロジーの進歩と資本主義を象徴する(帝国)

は,西ベルリンの (1968年)にも大きな影を落としていた｡SPDに幻滅した左翼シンパ

たるボルンにとってもまた,この年は戦いの年であり,ベ トナム反戦運動は大きな意味

を持った｡彼がアイオワ大学の国際作家ワークショップ-の招待に応 じたのはその翌年

である｡この詩集で問題になるのは,いわば時代の象徴としてのアメリカと,ボルン自

身の一定期間の生活体験の場としてのアメリカとの双方であり,さらには,それらの間

に結ばれた関係である｡

詩集後半に入って少 しのあた り, ｢突発事件を伴 う決算書｣BllanzmitZwischenfal】

(162)は,まさにボルンの体験 した (アメリカ)をテーマにしている｡｢アメリカがおれ

にとっていくらかかったかというと/一年で五千 ドルとそれからたくさんの/立派なド

イツ語の文章だ/そりゃ大きな国さ/まあそんなもんだろ?｣"AmenkakostetmCh/elm

JahrfunftausendDollarsundviele/guteworteaufdeutsch/esisteinsogrofSes

Land/alsowarum nlCht?=そこでは家々も大陸全体もアリゾナでは最後の ｢インディア

ン｣も ｢乗せられている｣(編されているverladen)という｡ ｢週末には森が走る/自動

車の間を/この国は水をまかれて生き生きしてる/史 ヒ最大のカラー映画のために｣"an

wochenendenfahrendieWal°er/durchdieAutos/dasLandistfrlSCheingesprdht/触

ll) ベーター ･ハントケは,自ら編集したボルン選集の後書きで,ボルンの諸作品に

おけるwirの示唆する範囲の拡大を指摘 している｡初期作品で身近な知人友人を念頭に

おいていたものが.およそ呼びかけうるすべての人々を引き受けるべ く期待されるよう

になっているというのだ｡このような仕方での,リアルな私的日常のいわば (詩的)拡大

は, ｢詩が支配的対話状況 (当時ハーバーマスに倣って強調されていた ｢公衆｣)の参加者

になる｣(デイツトベルナ-)ことへの期待を反映していたと言える｡vgl.PeterHandke:
KlelneChrnnlkdesMarchenseinesLebens.(anHandderGedlChtevnnNICOlasB()rn)In:

NICOlasBorn:GedlChtc.Hrsg.YonPeterHandke.Frankfurta.M.(Suhrkamp)1990,S.82.

HugoDittbcrner:Beim EntsIChernderVerse･ZuelnlgenaufgefundenenGedlChtenYon

NICOlasBorn･In:TextundKritlk･Heft170･NICOlasBorn･April2006,S･21･

12) 月着陸のモチーフは ｢アームス トロング｣の名を伴いつつ ｢休暇詩｣Fenengedlcht

lJull1969]に見られる｡(170-177)
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dengroL3tenFarbfilm allerZeltenHという具合に皮肉な否定的評価が続き,後半はさら

に人を喰った調子で韻を踏み,七面鳥のモチーフを展開して,人量消費社会を風刺する

と同時に.この文明の限界を暗示する｡｢切 り開かれた七面鳥は中身を抜かれ (ausgela-

den)/おれは招待されて (elngeladen)/(..)/今やそいつはどんどん減っていく/お

れたちは皿に取る (beladen)/そいつは消えてなくなるだろう/深く茂ったシダのなか

で盛大に出るもの出す (Entladung)ときまでには｣MelnaufgeschnittenerTruthahnwlrd

ausgeladen/1Chwerdeeingeladen/(… )/NunwlrderlmmerWenlger/wlrbeladen

dleTeller/crwirdverschwinden/blSZurgrOfSenEntladungim tiefstenFarm"この作品

｢決算書｣を先頭に,これに続く二篇はそれぞれの仕方で (アメリカ)をモチーフとする

一群を形成している｡

ただし,次の作品 ｢詩｣Gedicht(1631164)では調子が一変し,滑稽味はない｡まず,

｢双方の膨大な損失｣なる表現で暗示されるベ トナムの戦場と,そこから遠く離れ,命の

危険はない場所にいる自分の状況が対比される｡やがて,政治に関わる友人たちを想起

するのに続いて,生まれて四カ月の自分の娘-と話題が移る｡最後に,幼い娘と共にあっ

て,武器を取らずに戦おうとする自分を,含みのある表現で規定しようとするとき,ふ

たたびベ トナムのイメージがそれと名指されずに浮かび上がる｡｢昼の間.おれたちは隠

れて生活せざるえなかったかもしれない/夜には弾薬と食糧の補給があって/彼女は口

分がひとりのドイツ人の/観察者の子であることを知らない/おれは彼女がわかってく

れるといいと思う/この詩の中に銃撃がないことを｣HtagsubermdL3tenwlrVerSteCkt

leben/nachtskameNachschubanWaffenundProviant/sicwe肌nlChtdafisledasKlnd

clneSdeutschen/Prospekt｡rsISt/.chhoffesicisteinverstanden/dafiindiesem Gedicht

nlChtgeschossenwlrd"(164)

この ｢銃撃｣は戦争の文脈を越えて暴力そのものを暗示し.このテーマは,次に配置さ

れた作品 ｢同じこと｣Dasselbe(165)における ｢ナイフ｣のモチーフへと引き継がれる｡13)

ここではシカゴ,ニューヨーク,プエルトl7)コなどの地名.｢ホテル ･マルチニック｣

なる固有名によって舞台が設定され,｢例えばひとりの男がナイフでことを起こす｣"zum

BelSPielmachtmaneinerErnst/mlteinemMesser"という記述の前提となるoこれは

(アメリカ)のイメージの暴力性と,｢大量の劇映画｣FilmdrameninrauhenMengenに

よって代表される,その文化における大量生産 ･大量消費構造に由来するステレオタイ

プ化の問題をスケッチする作品だが,ここには,その現場 (アメリカの大都市)-の移動

とニュースの届く時間差への言及によって,それを語るボルンの位置に起因する距離感,

13) 本詩集にはこの ｢ナイフ｣のモチーフも繰り返し現れる｡特に.｢より大きなジャ

ンプの練習｣DasUbendergrofSererSprunge(168-170)では.ボルンは自分の詩自体を
ナイフと称し,該当箇所を全て大文字で綴って強調しているO｢幸福は/凌巻を着ていて

そこでおれの詩は/おれのナイフだおまえの背中で｣"dasCluck/1mSchlafanzugundda
lStMEINGEDICHT/ISTMEINMESSERlndelnemRuckenH(168)この表現は,日常

に潜む闘争と,そこで示すボルン自身の自覚的攻撃性 ･暴力性を示唆している｡
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そのそばに呼び寄せられたdu,たとえば読者の存在のリアリティもまた描き込まれてい

る｡

他九 これに続 く ｢大型車のある風景｣LandschaftmltgrOfiemAuto(166)では,ベ

トナムは遠く後景に退き,アメリカという国の地理的な特性,すなわち途方もない広さ

と,それがもたらす感覚的効果が描かれている｡アメリカ滞在中のボルンは実際に大型

車を買い,自らハンドルを握って大陸を横断している｡14) この作品もまた.ほかの多く

のポルン作品l司様.自身の生活と体験からの報告の性格が色濃いと言える｡通り過ぎて

ゆく都市名,カウボーイ,飛行機の影,ロードムービー風のエピソード, ｢おれたち｣を

主語にすえたシンプルな表現などが印象的だが,作品を貫くモチーフは,旅を通じてつ

きまとう ｢けっしてやむことのない音楽｣elneMusikdlenュeaufhortである｡作品を締

めくくる以下のような諸行には,日常生活を基点とした身体感覚で文化状況の本質をつ

かみ取り,気取らない言葉にそれを定着させるボルン一流の批評的センスがよく表れて

いる｡｢甘い空気とけっしてやむことのない音楽の中に詰め込まれて/おれたちはまっ

たくゆっくり歳を取る/どうもありがとうペンタゴン/この統計的遅延効果を｣Melnge-

packtlnSufSeLuff/undlnelneMusikdienieaufl10rt/alternwlrganZlangsam/vlelen

DankPentagon

詩集締めくくり近くでは.再び (アメリカ/ベ トナム)の悲惨が語られる｡すでに触

れた作品だが,最後から二番目の ｢ただひとりの死においてみんなが消えるということ｣

で,詩人はテレビで見た映像に言及し,それを見る自分たちの姿を想起する (197)0｢昨

日おれたちはテレビニュースを見た/死者でいっぱいの/そして米語 ドイツ語辞典が一

冊 /開かれたままテーブルの上に/そしておれはカウチの上でパタンと閉じられていて｣

"GesternhattenwlrelneTagesschauvolt/YonTotem/undelmAmerlkarusch/Deutsch-

worterbuch lag/au短eschlagen aufdem TISCh/undichlagzugeklapptauFder

CouchH(197)遠く離れた悲惨を前に.それを直視し,その現実を把握しようとする姿勢

が開かれた辞書に,その際に生じる (少なくとも当面は打ちのめされ,途方に暮れ,身

動きのできない)無力感がカウチの上の ｢閉じられた｣ ｢おれ｣に表れている｡この作品

における(アメリカ)は ｢米語｣という単語によって殊更に顕在化され,詩集全体におけ

るこのモチーフの意味を決定的なものにしている｡

そして映像のデイテイルはさらに語り手を追い詰める｡命令によって放置されていた

多 くの死体｡｢彼 らは死体の足首を掴んで/引きずっていって-か所に集めた｣HSle

packtcndleTotembe主denFufigelenken/undschlelftensicZueinem Sammelplatz"こ

の ｢足｣のイメージは詩人の世界に深く刻印される (197)0

生と死と身体性

この作品 ｢ただひとりの死においてみんなが消えるということ｣は,一節のみから構

14) vglBorn･GedlChte,S.480,
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成されているが,語られる内容の時間的条件から三つの部分に分かれている｡すなわち,

まず語りの現在を現在時制で報告する部分,次にテレビニュースを見た昨E]についての

記述,そして最後に一昨日の自分の回顧である｡このようにして時間をさかのぼる構成

のもたらす効果は,ニュース映像が象徴するベ トナム戦争の前後で世界の現実の性質が

変わったということを示しつつ,その経緯を必ずしも意識せずに生きられうる(現在の)

生活の日常的感触を認識の基点として強調することである｡

｢ここにおれの足があるがこいつはこいつ自身の/現実を持っていてこいつ自身の/永

遠を持っている/足よおまえはおれを失うだろう/おまえは憂えつつ踏み出すだろ

う/そ してそれか ら立ち止 まるだろう靴みたいに｣"HlerlStmeinFuL3derselnC

elgene/Wirklichkclthatundseineelgene/Ewlgkelt/FuL3duwirstmlChverlleren/du

wlrStbekummertauftreten/unddamnstehenblelbenwleeinSchuhH(197)｡先行するこ

の謎めいたコメントの背景には.足首を掴まれ引きずられて行く,殺され,捨てられた

人間の死体があったのだ｡自分にとっての体の部位のリアリティを接点として,ボルン

は遠い現実を引き寄せようとしているのである｡15) そして同じ自分であってもはや同じ

でない彼は,そのような感覚を読者に追体験させようとしている｡一昨日の彼は ｢おま

えの上に身を横たえたに違いない｣"vorgesternmufSIChaufdlrgelegenhabenHというo

まさにそのとき,何者かが死んでいたはずなのだ｡｢ほかの誰もが個人的に死に/世界

から落ちて行ったんだ世界を通って/ただなおひとつの感情ひとつの言葉/ひとつのあ

りふれたイメージをもって/それはほどけ散り/そしておれたちみんなと消えてしまっ

たが｣Hals】ederanderepersonhchstarb/ausderWeltGeldurchdieWelthindurch/mlt

nurnochelnem GefuhlelnemWort/einemgewohnhchenBlld/dassIChaunoste/und

mltunsallenverschwand.り消え去った自分たちと,今ここに残っている自分たちの間に

は.二日遅れの衝撃の痕跡がある｡ひとつひとつの死は,その個人性のゆえに,その都

痩,遠く離れた日常を包みこみ,ボルンの考える ｢みんな｣を消し去ってしまう｡この

記述のプロセスは.ベ トナムの戦場という具体的印象を希薄にし,問題を普遍化すると

同時に抽象化してしまっているかもしれない｡しかし,一見すると強引で大仰とも取れ

る締めくくり.すなわちタイトルの再現は,評価の如何はともあれ,読者を巻き込む効

果を発揮せずにはいない｡

ボルンがクローズアップする自分の身体部位は足だけではない｡七番目に配置された

｢つかまえる｣Anfassen(104-106)は, ｢ここにおれの腹がある/ここにおれの両手があ

る｣"HlerlStmelnBauch/hiersindmeineHえnde"と語 り出し,それを ｢感 じやすい

15) ボルンは, ｢ショックを伴う抑圧された欲求の再認識｣という方法論は ｢日常的

実存にとって脅威｣なのではないかと問われ, ｢詩的認識｣は ｢痛みと結びついて｣お
り,それは ｢肉体的痛み｣にまで至りうると述べている｡そのような特別な認識の瞬間

の経験は,彼の詩にとって本質的な成立要件なのである｡NicolasBorn,ManfredVolgtS･

DIGSprachederLynk･FJhlGesprach19791In:NICOlasBom:DIEWeltderMaschlnC･Aufsatze
undReden.Rclnbek(Rowohlt)1980,S.931114,hlerS.106.
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鎧｣｢数百万の間違いのもと｣と称する｡ =omelneemP血dlichenArmaturen/omelne

milllOnenFehlerqueuen=これに ｢読者｣への呼びかけが続くことによって.提示された

身体は書き手の身体としての属性を得る｡書く行為,書かれたものの前提としての身体

の強調である｡｢なあ読者よ/おまえをつかまえたいぜ /おまえにキスするぜ読者よ/お

れはおまえに聞きたい,おれたちふたりがまだそこにいるかどうか/それとももう地獄

なのか｣nweiL3tduwasLeser/1Chmochtedichanfassen/lChkussedichLeser/1Ch

fragedlChobwlrbeidenochdasュnd/oderlStdasschondieHoueHと語りかける(104)o

おどけた調子ではあるが,身体レベルで読者のリアリティを要求する切実さが暗示され

ている｡そしてそれは,自分たちが生きているかどうかの確認という深刻な意味を負わ

されてもいる｡ここまで来れば,詩人と読者はwlrでくくられて詩行の中へ組み込まれ

うる｡｢おれたちはイカれてやしないか,読者よ?｣"slndwlrverrucktLeser?"そして,

｢おれたち｣が聞く受話器からの ｢もしもし｣は,｢ほんものの声｣だ｡ "Hallo!ausdem

Horerschal1t/elnewirkllCheStlmme."(104)すなわち,どんなものであるにせよ何者か

の身体から直接発された声｡それを受け止める自分たちもまた生身であろう｡｢おれたち

はあまりにも離れてしまってはいないか/モノから即物性から?｣そして ｢自分たちの

内臓の中にもぐりこんだ｣,はたまた ｢いきなり軽くなって羽が生えている｣イメージに

続けて,改めて詩人は問う｡｢おれたちは今生きてるのかそれとも生きてたのか/いつ

か ?｣"Habenwirunszuweltentrernt/Yonden Sachen undderSachllCh-

kclt?/(..)/SlndwlrVertleftlnunSereEingeweldeLeser/sindwit aufelnmal

lelCht/lelChteGeLiederte/lebenwirJetztoderlebtenwlr/elnmal?"(104)さらに,｢目｣

と ｢腕｣とを含む詩行が続き,この作品の比愉体系の身体指向はより顕著なものとなる｡

このような傾向は,身体的存在としての自覚の重視として解釈できる｡

そのような自覚をひとつの自己規定として持つ ｢おれたち｣に対置されるのは,この

詩集で何度か唐突に現れる ｢敵｣である｡たとえば,｢履歴｣では ｢おまえ｣あるいは

｢おれ｣自身が ｢敵として走るのを目撃した｣HsahlChdlChrennenalsFeind/sahlCh

mlChrennenalsFeindHという記述があり(122),｢集会の場所｣()rtderVersammlung

(136-142)は全編が,スパイ小説風の,あるいはSFスリラー調の時代を越えた闘争を

措 くoそして ｢今おれがまったくの空っぽだとしたら｣WENN ICHJETZTGANZ

LEERBIN (148-149)では,その後半で集中的に展開される権力との闘争を巡る自問に

おいて,｢敵｣の姿は以下のように措かれる｡｢なぜおれたちは連中が荒れ果てるままに

放置しないのか/このパンフレット-模造品がロボット-と｣Hwarumlassenwirsle

nichtveroden/dleSePr｡spekt-AtrappenzuRr'boternH｢連中の手はどこに,連中の腹は

どこにある/あの中で何が起こってるんだ?/連中は自分の体を忘れてしまったんだ｣

"WohabenslelhreHandewolhreBauche/wasIStdarlnlos?/S.ehabenlhreKorper

vergessen"ここでボルンが見る敵は,ロボットになりきれない偽物の存在であり,その

本質は.自分の身体性の忘却.身体的存在としての自覚の喪失にある｡
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願望か幸福か

1970年,ニコラス ･ボルンは盟友ヘルマン･P･ピーヴイト(1935-)と共に,テレ

ビ･ドキュメンタリーの構想を練っていた｡16) これは 『発見者の目』に収録された作品

群が執筆された時期にあたる｡彼らは.街頭インタヴューを通じて,消費社会の現実の

中で抑圧あるいは排除された,ひとびとの願望や夢や幻想を引き出そうと考えた｡その

意図は,｢希望のなさではなく希望を,出口のなさではなく出口を,単なる技術的進歩で

はなく,生活と生活条件の進歩を言語化する｣ことだったと言う｡つまり,ここでは,

市井の人々の (願望)を喚起することが,硯実社会への影響力の行使の前提となるべき,

一般的閉塞感の打破の契機として,一種の (ユー トピア)の基盤を準備するものとして期

待されていたのである｡

『発見者の臼』においても,願望のモチーフは繰り返し現れるが,わずか 13行からな

る ｢二つの願い｣DrcIWunsche(103)は.始まって早々,六番目の位置にあって,本詩

集全体におけるこのモチーフの重要性を予告している｡｢事実っていうのは面倒だし退屈

じゃないか?/三つのお願いをするほうがよくないか/それがみんなにかなうっていう条

件でさ?｣"S上ndTatsachennlChtqualendundlangweihg?/IstesnlChtbesserdrelWunsche

zuhaben/unterderBed.ngungdaf3sicallenerfulltwerden?日と語りかけるなり,詩人は

自分の ｢願い｣を並べ始める｡円く,｢おれが願うのは長い休憩ぬきの人生だ/その間に

映写機のための壁を見つけ出そうっていう休憩ぬきの/帳簿みたいに出納係にパラパラや

られない人生だo｣MlchwunscheelnLebenohnegrofiePausen/1ndencndieWandemach

proiektllenabgesuchtwerden/einLebendasnlChtherumgeblattertwlrdYonKassle-

rem."｢おれが願うのは手紙を書くこと おれが/まるごと収まってるような ｡｣Hlch

wunscheBrlefezuschrelbenlndenenlCh/ganzenthaltenbln一･"｢おれが願うのは一冊

の本だ おまえらみんなが前から入って/後ろから出てけるような｡｣"Ichwunscheeln

Buchlndaslhrallevornhlneingehen/undhintenherauskommenkonnt.Hさらに,四つ

めも欲張りたくなったか,こう付け足して締めくくる｡｢それからおれが忘れたくないの

はそのほうが素晴らしいってことだ/おまえを愛することのほうがおまえを愛さないって

ことよりも｣,,UndlChmochtenichtvergessendaL3esschonerlSt/dlChzuhebenalsdlCh

nlChtzulleben"

最初の ｢願い｣は,メディア ･テクノロジーの介在による直接的表現の疎外への警戒,

数量化 ･計量化を経て効率を基準にした評価-の嫌悪を表現している｡二つめでは,坐

身の自分を隠さずその都度一対一で向き合おうとする言語表現一般-の志向が告げられ

ている｡二つめは,おそらくは前出の ｢手紙｣の宛先になりうるようなすべてのひとび

とを読者と想定した上で,彼らがそれぞれの日常の延長上で,友人宅-の訪問のような

16) vgl,HermannPeterPIWltt:DasLand,YondennlemandetwasweiL3,auL3er,'daL3das

dasowleSOnlChtfunktlOnlertくく.NICOlasBornunddlCUt(,ple･In･TextundKrltlk,S･42-49,
hlerS.42.
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気軽さで入 り込めるような作品世界を理想 とする,職業作家としての抱負を語るものだ

ろう｡そして事実上の四つめは,先に挙げられた三つのすべての前提 とも読める以上,

もっとも原理的重要性を持つ項目かもしれない｡ここでボルンは,一貫して具象的なイ

メージを伴う比倫と最後の但 し書きによって,書き手である以前に (生活する人間)であ

る自分を強調 している｡書 くことによって特殊な存在になるのではなく,他者と関わり

合おうとする基本的言語行為の延長上にある (書 くこと)を,飽 くまでも,食べて飲んで

愛 し合って眠る日常的生活の一部として彼は生きたいのである｡1｢)

このような (願望)の意識化は,その実硯を阻む者たちとの闘争とも関係 してくる｡既

に言及 した 14番目の作品 ｢詩の内部で｣では,前述のように,duを主語とした短文が

積み重ねられ, 隼と死のコントラス トと重なり合いとがさまざまな形で変奏されるが,

その最後に置かれているのは ｢おまえはおまえの死でありおまえは大いなる願いだ/お

まえはおまえが広げた計画だ そして /おまえはおまえの死だ｣,,dublStdelnTodund

dublStderGroL3eWunsch/dubュstderPlandenduausbrelteStUnd/dublStdelnTod"

という詩行である (119)｡ここで (願望)は (死)に対置され,これとバランスを取 り,

次いで (計画)に置き換えられることで,臼的意識の所在および意図的行動との近接を暗

示される｡この作品で列挙されるduの行動,またduと等置されるものは,この (願望)

を具現するものであったとも言えるO｢おまえ｣は ｢歴史の経過の作家｣derAutordes

LaufsderGeschlChteであり,｢時間を本のように印刷することができ｣1mStandeZeltZu

druckenwュeBucher.｢無分別｣Unvernunft,｢殺人者｣derMorder,｢父と息子｣Vater

undSohn,｢虜囚の暴動｣dieRebellionderGefangenen,｢途切れぬわめき声｣Geheul

ohneAufenthalt,｢ナイフ投げ｣Messerwurfe,｢射撃｣schusse,｢あらゆる鎖の爆破マイ

スター｣derSprengmelSterauerKettenでもある (118-119)｡これらのイメージから読

み取れるのは,自覚的に歴史と関わろうとする書 き手の姿であり,暴力的反逆への志向

だ｡この詩の冒頭で予告されたのは,勝ち目もなく ｢現実｣と競うのでもなく,｢現実｣

によって生きるのでもない,第三の道だった｡ここでの (願望)の展開は,死に身を寄せ

つつ,｢現実｣からの ｢介入を生き延びる｣闘争のモデルなのだ (118)｡】H)

巻中 28番 目に置かれた ｢自分を作る作 らせる｣SICHMACHENSICHMACHEN

17) この作品は,｢現状をありうべき状況の言明によって告発する｣,詩作におけるボ

ルンの姿勢を典型的に示 している｡カールズンケはここに ｢リアリティとユー トピアの

困難なバランス｣の実現を見ているo Vgl.YankKarsunkeニRISlkanteBalanceaufdleUtople
zu.DerdrltteGedlChtbandv()nNICOlasBorn.In:FrankfurterRundschau.091().1972,Nr.234,

18) 北彰はこの作品に,｢書 くことそれ自体｣に対する明るい肯定を見ている｡｢(ど

こにもない場所)(ユー トピア)から働 きかけてくる促 しの力につき動かされながら,し

かしなお,(懐疑)や (絶望)に晒されて｣｡北が指摘 している通 り,この ｢同一の根から

出ている相反する二つの力のせめぎあいの場｣はやがて詩人を消耗させるだろう｡ただ

し,『発見者の目』の範囲内ではまだその疲労のニュアンスは目立たない｡北:前掲書,

255頁参照｡
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LASSEN (150151)でもまた闘争のテーマが (願望)を巡って展開されている｡冒頭で

暗示されるのは原子力開発だ｡lり)｢ひとつの太陽を昇らせる/1975年にはもうそれは数

千にもなっているだろう｣"elneSonneau短ehenlassen/schon1975werdenestausende

seュn"そして ｢おれたちは平和の核を食らう｣"wlreSSendasFRIEDLICHEATOMHと

言う(150)｡こうして,身体的リアリティを喚起しようとする比倫で,避けがたく巻き

込まれる自分たちの状況を不敵に提示した上で,ボルンは続ける｡｢おれたちはおれたち

の願いを知っている/おれたちは何も願わない/おれたちはだが願うひとつの宇宙をひと

つの時間旅行を/ベッドの中でのひとつの愛を(… )｣MWrkennenunsereWunsche/Ⅶr

wunschennlChts/wlrWunSChenabe一elmUnlVerSum elneZeltreise/elneLlebelm Bett

(..)"(150)｢宇宙｣や ｢時間旅行｣のイメージに見られる通り,ここではテクノロジー

の進歩が一義的に否定されるわけではない｡2日)ただし.体で確かめる愛と快楽は不可欠

だ｡｢身体｣,｢血圧の分野｣,｢汗｣などの語句が並び.語られる世界の身体性が強調され

たところで,再びこの身体が願望と結びつく｡｢森の中での森からの回復 /願望からの

回復/おれたちは本当にまるで願いなんて持ってない/でもおれたちはひとつの大きな

長い願いの中で生 きている｣"Erholungim Wal°vom Wal°/ErholungvonWun-

schen/wlrhabenw.rkllChkelneWunsclle/aberwlrleben.nelnem grOfienlangen

wunschH(150)ここに暗示されているのは願望の不在 (あるいはその所在の不確かさ)の

理由だ｡｢回復｣として皮肉に言及されるプロセスを経て,ある意味で願望は失われてい

る｡それに対して.継続される生そのものが,現前する願望そのものだというのだ｡そ

れに気づき,それを名指す作業として,詩行は続く｡｢このそこの朝食はひとつの願いだ

そしてある/そこに/そこに疎外されたパンがある/そこに手製のマーマレー ドがあ

る/そこにコーヒーがある/そこにおまえがいる/おれたちはついに優位に立つ/小さ

な星 どもが宇宙で口笛を吹いている｣nDleSeSFruhstuckdalStelmWunschund

ist/da/dasindentfremdeteBrotchen/dalStSelbstgemachteMarmelade/dalStKaf-

fee/dablStdu/wlrSlndendllChlmVortell/KleineSternepfeifenlm All"(1501151)

願望を生きる ｢おれたち｣は,数千の太陽に対置される小さな星だ｡彼らは ｢口笛｣を

吹くようにさりげなく,日常的な発信,表現を続ける｡｢小さな星｣もまた星である以

上,場合によっては.そのひとつひとつが太陽に匹敵するはずだO

19) 晩年のボルンは反原発運動に積極的に係わり,現地闘争にも参加 した｡vgl.

Kremp,S.375 ボルンのテクノロジー批判については拙論参照｡杵捌博樹:言葉の危機
と ｢メガマシーン｣- ニコラス ･ボルンのく文学)とテクノロジー批判 [研究論文集一
教育系 ･文系の九州地区国立大学間連携論文集 第6巻第 1号 (通巻第 10号)(2012
年 10月)]*電子ジャーナル｡

20) 作品タイトルにも見られる ｢SF｣や ｢タイムマシーン｣など,空想的要素を通

じて (願望)と結びつく限りにおいて,この詩集における(テクノロジー)は両義的なも
のとなる｡
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以上見てきた く願望)の諸相からは,その,自分たちが生きている日常と切り離せない

ものとしての性質がうかがえる｡そこにある日常はすでに(幸福)ですらあるのだが,そ

れは願望の喚起によって相対化される｡巻中最後から七番目の作品は ｢幸福な試み｣

GluckllCherVersuchと題され.形容詞と名詞で (幸福)を散りばめつつ,一見穏やかで

平和な朝食の情景を描きながら,その裏側に張り付いた死や貧困,痛みの気配を漂わせ

る (18ト182)0｢おれをおれの苦悩から解放することはおれをおれ自身から解放すること

を意味するだろう/でも苦悩もまた素晴らしくはないか/おれもまた素晴らしくはない

か ?｣MMIChvonmeinem I.elden zubefrelen/wt'rdebedeutenmichYonmlrZu

befreien/abersin°LeldennlChtauchschon/undbinlChnichtauchschon?"との冒頭

に置かれた問いかけはすでに,彼の日常的幸福が避けがたく帯びる若さをこの作品の基

調に定めている｡それに続 く ｢おれ｣と ｢おまえ｣とからなる親密なパートナーシップ

において示唆される愛を介在させた支配関係の自覚もまた,｢日当たりのよいバルコニー｣

に差す影であろう｡そして食草の ｢緑のジャム｣は,｢少しばかりブ-ンと年と死の音を

立てる｣(181)｡ブンブン言うのは,ジャムだけではない,｢ジャム指｣も ｢バスローブ｣

もだ021) ただし,死についての考えは ｢思い上がった考え｣elmubermutlgerGedankeだ

という (181)｡暗示されているのは一種のタブーだ｡やがてこの ｢幸福｣は ｢真実｣と

いう基準で測られる｡｢そして真実はおれたちがおれたちだけで/このバルコニーにそ

してこの世界にいるということだ｣HunddleWahrheltlStdafiwiralleinslnd/aufdem

BalkonundaurderWeltH(182)この孤立の指摘は,体感できる (今)･(ここ)に注意を

集中させようとする姿勢を表明しつつ,一方では部外者に煩わされない快適さを,他方

では閉塞感を暗示する｡

｢そして真実はおれたちがこの幸福を/学ばねばならなかったということ/そしてほ

かのすべての感情も/それに痛みもまた深 くもっと下の層で/この朝食も買われたも

の/この幸福も買われたもの/おれたちに良心の痛みはないなぜなら道路は/新しい緑

を通って敷かれているから/そしておれたちはついに感じられるところまで来た/あら

ゆる瞬間に苦しめられ死ぬのを/そしておれたちはここまで来た あらゆる瞬間に/苦

しめられ死ねことができるところまで/おれたちは陽当たりのよい朝食の苦しみの中に

あるお互いを臼にし/そしておれたちはお互いを見るんだ幸せに/ブ-ンという捻りの

なかで｣MunddleWahrheitlStdafiwlrdleSeSCluck/lernenmul3ten/undalleanderen

21) この ｢プ-ンという捻り｣summenのモチーフは,三番目の作品 ｢イースター近

くの日｣TaglnOsternahe(95-96)では ｢石の捻り｣として,｢始めと終わりのアナウン

ス｣AnsageundAbsage(184)ではSF作品名の引用 『偉大なる捻る神』として取り上げ
られ,最後にLEかれた作品 ｢群衆の中で誰もが現れるということ｣DasErschclnenelneS

)edenlnderMengcでも,機械の立てる雑音として現れる (200)0 (現実)としての世界の
表面にあって,そのからくりを暗示する.絶えざる不気味な音としての性質を,この ｢吃

り｣は帯びている｡先に触れたくアメリカ)に流れる音楽もまた,この ｢捻り｣に通じる

ものであろう｡
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Gefuhleauch/undSchmerzauchtleflndenunterenSchlChten./DasFruhstucklSt

gekauft/unddasClucklStgekauft/wlrhabenkeln SChlechtesGewissenwellale

strarie/durchdasneueGrunfuhrt/undwlrSin°endllChsoweitesfuhlenzukon-

nen/wlejedenAugenblickgequaltundgestorbenwird/undwlrSlndsowelt】eden

Augenbhck/gequaltzuwerdenundzusterben/wlrSehenunsinderQualeinessonn1-

genFruhstucks/undwlrSehenunsgluckllCh/1m Gesumme"(182) この (願望)抜き

の現状報告は,出目のない憂彰に支配されている｡ただし.ボルンはこのままで作品を

閉じることはしない｡すぐに続けて,例のプ-ンという音Gesummeを. ｢青いバスロー

ブの下の小さな鳥たちのさえずり｣に置き換え, ｢おまえはおれに-羽を取ってきて,そ

れをおれにプレゼントしてくれる｣と詩を終える｡ "undlm GeschwlrrderklelnenVogel

unterdem blauen/Bademantel/undduholstmrelnenrunterundschenkstihnmlr.=

この最終行の前半は, ｢鳥｣云々の比除の継続を考えずに無前提に読めば ｢おまえは一発

抜いてくれる｣であるO 憂彰さが維持されているという意味では文脈を外してはいない

のだが,別の見方ではここでボルンは深刻な調子を崩して苦笑を誘っているのだ｡この

(はぐらかす)ような仕方での議論の撹乱もまた,欺隅的状況を打破するための闘争を日

常生活の感覚から禿離させないための重要な手法と言えよう｡22)

別の場所,もうひとつの世界

『発見者の目』の巻頭にはアポリネールの引用が掲げられている｡それは ｢そして多く

の世界が忘れられてしまうから｣と語り出し,ひとつの大陸を消してしまう者としてコ

ロンブスの名を挙げる023'言うまでもなく,アメリカ大陸にたどり着きながら.これを

インドと称した逸話を踏まえている｡彼は果たして ｢発見者｣だったのか,それとも ｢忘

却者｣だったのか｡(発見)の諸相から(世界)のあり方を描く詩行である｡こうして,請

集のタイTlJレは,(世界)と向き合い,すでに見出されていながら気づかれずにそこにあ

22) 本詩集は.一定の方法論ないし方｢ET日生を暗示するタイトルを与えられ,ひとつの

作品とも称すべき後善きもまたポエーテイクを巡る自己解題となっているにも関わらず,

個々の作品は必ずしもプログラムに従った規律を示していない｡この理由としてハルトウ

ングは,｢現実を刺激する｣にあたってのボルンの ｢アンチイデオロギー的,非体系的｣

な ｢不真面目｣な態度を挙げている｡これが卓抜な ｢繊細さ｣と ｢日常性｣の表現に結

実しうるのは,ハルトウングも指摘している通り,ボルンに ｢繊細な経験的知識Emplrle｣

が備わっているからであろう｡vgl.Hartung,S,149.
23) ｢そして多くの世界が忘れられてしまうから/誰なのか彼ら偉大なる忘却者たち

は/誰なのかわれわれから世界の部分を取り上げているのは/責めを負うコロンブスは

どこだ/ひとつの大陸を消してしまう｡｣(91)ギョ-ム ･アポリネールの HTou】ours=の
一部だが,ここではタイトルは示されず,またドイツ語訳での引用となっている｡ここ

では詳細な指摘は控えるが,かならずLも忠実な翻訳ではない｡Vgl.GuillaumeApollm alre:

DIChtungen.Hrsg.YonFloraKlee-Palyl.ZwelSPraChlgeAusgabe,Munchen(HeyneLyrlk)
1981, S.10(ト107.
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るような,その忘れられた部分を見出す者の視点を暗示するものとなる｡24)

｢世界｣もまた詩集全体を通じて硯れるキーワードのひとつであるO全巻の丁度真申に

配置された,タイトルを含めて全4行からなる際立って簡潔な作品 ｢ひとつの世界｣Elne

weltによってそれは印象的に提示される (144)o ｢一つの世界 /そこでは誰もが誰もで

あるような- /しっくりこない?/それは誰ものものってことにならないか ?｣"EINE

WELT/1nderjederiederlSt1/KungtdasnlChtvertrautP/KonntedasnlChtvon)eden

seln?=どの個人もありのままでいながら,誰にとっても自分のものであるような場を,

詩人はユー トピアのイメージとして共有すべく呼びかけている｡この別の世界への願望

の提示に続いて,｢天の観察｣Be仕achmngdesHlmmelsなる作品が続く(145-147)｡｢天｣

そのものが,天国あるいは別世界を暗示するが,諸行はいきなり ｢自由に入れるベッ

ド/それはみんなが入ってしまうまで閉じない｣MBettmltfreiemElntritt/dasnlCht

geschlossenwirdbevoralledrlnSlnd=などというユーモラスかつ奇妙なイメージを語る｡

それはある種の親密さと安楽を約束するユートピアなのか,それとも不気味な統合の悪

夢なのか｡先ほどの ｢一つの世界｣の抽象的定義とは次元の違う生々しさがここにはあ

る｡いずれにせよ,語 り手はその ｢天という穴｣L()chHlmmelを通って, ｢ひとつの詩

を日の中にともなって｣mtelnem GedlChtlndenAugen出ていく｡その日はやはり ｢み

んなが入ってしまうまで閉じない｣｡そしてまた ｢このカーテンのついた穴｣dleSeSLoch

mltGardlneから件のベッドを覗くのだという｡その後もベッドの快適さが暗示される

のだが,空を飛ぶ鳥と飛べない自分との対比を経て (飛行)をめぐるモチーフが展開され

る後半を導くのは,他の者に成り変わることへの執着の表明である｡｢おれは他の人間に

なることを諦めない/くりかえし他の人間になることを｣HlChborenlChtaufelnanderer

zuwerden/1mmerwlederelmandererHベッドの比倫がもたらす日常的身体感覚の喚起

とその軽いおかしみによってリラックスした雰囲気を演出しつつも,この詩には,願望

を映す別の場所への絶えざる脱出と,その際に問題になる語る主体.詩を書く主体の変

容という,おそらくボルンのポエーテイクにとって本質的な意味を持つ要素が端的に描

き出されている｡25)

24) この ｢発見者の目｣という表現は,詩行中にも再現される｡しかも,冒頭近く

(｢7月 15日木曜日｣(101)),中ほど (｢とどめおくことのできない物たち｣sachendle

nlChtzuhaltensュnd(157)),末尾 (｢群衆の中で誰もが現れるということ｣(200))に配置
されているoこのことによって ｢発見者の目｣という方法論的意識の一貫した存在がア
ピールされていると言える｡また, ｢発見｣なる表現は ｢集会の場所｣において全大文字

表記で強調され (141), ｢目｣のモチーフは ｢大の観察｣BetrachtungdesHlmmelsで集中
的かつ印象的に表現されている (145)｡これら双方は詩集の中心近くに位置しつつ,相
虹に近接しており,やはりタイトルのイメージを強く連想させ,詩集全体におけるその

重要性を暗示している｡
25) ここで指摘した (別の場所への脱出)のモチーフは,ボルン作品におけるユート

ピア性一般の文脈に位置づけられうる｡クーネルトは,ボルン作品に見られるユートピ

ア的なるものについて, ｢社会理論的確定の彼岸.しばしばわれわれにおいて遂行される

暴力的修練の彼岸｣にあると称している｡また,ボルン自身は 『発見者の目』の後書き
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この詩集では,巻頭から二番目の作品にすでに,ある閉塞状況からの救出を求めるか

のような諸行が見られるoそこはイースターを間近に控えた ｢ほかの日と同様の一日｣

ElnTagwleelmandererTagにして ｢放火の中心｣dasZentrumderBrandstlftungのよ

うでもある (95)｡｢石が捻る｣StelneSummenのと着弾音とが響き,1984年という年号

がオーウェルの小説を暗示する｡｢地下｣と ｢白い壁｣のイメージによって閉ざされた場

所で,｢最後のアナーキス ト｣たる語 り手は列車に引きずられて死ぬ自分を想像し,同時

に ｢ひとつの諸行のただ中に離れていられる｣可能性に言及する｡"auchlChkonnte

mittenlnelnerGedlChtzelle/Wegblelben"(95)日常の任意の一時点から唐突に姿を現す

悪夢が.逃れられない現実として迫り,そこからの脱出の困難と死の恐怖に.｢諸行｣の

存在がかすかな抵抗の気配を添えている｡ところが,その後半,冒頭の詩行が全大文字

で繰 り返されたあと,情景は一変する｡｢ほかの日と同様の一日/木々は植えられた場

所で育ち/森は歌い図書館-と歩み入る｣,,BINTAGWIEEIN ANDERERTAG/die

BaumewachsenwoslegeP月anztwurden/dieWal°erslngenundwanderninaleBlb1

110thekenH(96)(ここでの ｢森｣と ｢凶書館｣はともに複数形であるO)この,人工物と

自然.そして人間の営みの異なる次元相互が絡み合う状況は,不気味なカオスでもある

が,逃げ場のない世界に生じるほころびをも暗示する｡そしてここでまた語 り手は自分

の位置を探る｡｢図書館は黙っている/大虐殺の写真が黙っているように/そしておれ

は眠りの中で叫び声をあげる/遠く離れたあんたが目覚めたまま叫んでいるように｣Hdle

BlbllOthekenschwelgen/wledleFotosYonMassakefnSChwelgen/undlChschreleaur

imSchlaf/wleduEntfernterlmWachenschrelStH(96)作品前半で語られた近未来の悪

夢は,ここで同時代の現実-と転 じている｡遠 く離れた悲惨,共に感じることのできな

い痛みと恐怖を,語 り手は眠りの中で引き寄せようとしているのである｡

このような危機意識を踏まえ,ボルンはふたつ後の詩 ｢7月15日木曜日｣で.彼がど

んなものをどのようにして書こうとしているのかを語る｡｢どうやらおれはやりなおさな

きゃいけないらしい/もう一度 /最初から/そしてそれから自分への愛に満ちて新しく

生まれて｣HFJSSiehtsoausalsmuL3telChganzzuruck/nochelnmal/vonvorn/und

damnneugeborenvollerLlebezumirH(100)ここでは新たにやり直すことは叶能であり,

それが前提となる｡2(')｢純粋な肉からなる言葉｣は,｢芸術と生の予測不能の揺さぶ り｣

で,｢ユー トピア｣を ｢現実という妄想システム｣に対置し,そのような観念を持つこと

自体がタブー化されているとの現状認識のもとに,｢自分の願望,憧憶,想像を再発見す

るなら,誰もがひとつの危険なユー トピアとなる｣と述べている｡(別の世界)を志向す

る主体それぞれが,破壊力を帯びた くユー トピア)そのものだというのである｡Vgl.Gun-

terKunert:AlleW(,rtederTrauer･･･1979･In:LlteraturMagazin21, S･141･NIC(,lasBorn:
GedlChte,S.554.
26) カミュがシジフオス神話によって提示したモデル,すなわち繰 り返す挫折を前提

にした飽くなき闘争の継続.その際あえて-からや り直すことを厭わない姿勢をボルン

は支持しているo Vgl･Dlttberner,S.22.
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となるという｡さらに ｢言葉を事物へと変える｣というセリフに続けて ｢パンの革命｣

なる標語を武骨に詩行後半に埋めると,ボルンは ｢おれはおれのモノたちのある場所に

いるつもりだ｣と宣言する｡その直後に置かれた ｢移動 ()rtswechselのための実用的

sachlichな靴｣なる表現は,生活の現場にとどまりつつ,同時に,現状打破の試みが (別

の場所)への脱出の試みとして意識されるような,書き手としての彼の姿勢を象徴する

ものだろうo"worteauspurem Fleisch/unberechenbareErschutterungenvonKunst

undLeben/WofteinDlngeveⅣandelnREVOLUTION DESBROTES/Ichwefde

daselnWOmelneSachenslnd/sachlicheSchuhefurOrtswechsel"(101)

彼は ｢詩の中で｣｢出口を指 し示す ‥･｣"lm GedlCht(･.)aurdieAusgangedeu-

ten･=(101)｢非常口｣Notausgang(157)と題された小品 (全 4行)はその端的な例と言

えるだろう｡｢医者を替えろ/また元気になったら/ただし忘れるな/傷口をひとつ開

けておくのを｣MwechsledenArzt/wemm esdlrWlederbessergeht/aberverg nlCht/du･

elneWundeoffenzuhalten"

結論:未来への手紙

｢自然詩｣NaturgedlCht(128)には,いわゆる自然のモチーフは現れない｡強いて言え

ば人間にとって (自然な)風景であるところの日常を,疑問詞と条件節を連ねた簡潔な疑

問文を畳み掛けて問う作品だ｡その過程で,当たり前の情景に非日常の影が差す｡ある

いは,その情景の裏側に張り付いた非日常的なる側面が顕在化する｡それをあえて ｢自

然｣と称するのがボルンなのである｡この作品もまた,｢人工の楽園｣27)に暮らし,その

ルールに従い,出口なき日常に閉じ込められた者たちにとっての,(別の場所)を模索す

る試みのひとつなのだ｡タイムマシーンや (時間旅行)といったモチーフも,離れた場所

での痛みや暴力を(今 ･ここ)に導入しようとする表現も,出口を求める作業の一環と言

える｡他人や,人間ならぬ事物への日由な成り変わりのイメージも,とても正面突破す

ることのできない ｢現実｣に揺さぶりをかけるための手段である｡

一見矛盾するような呼びかけや記述が隣り合わせで提示されるのは,ボルンの世界観

によれば,生きる場所は (今 ･ここ)にしかなく,世界は (今 ･ここ)でしかないにもか

かわらず,たえず別の場所を志向せねば,それも,いつかどこかにではなく,まさに

(今 ･ここ)に別の世界を実現しようとせねば.われわれの生は失われてしまうからだ｡

日常的語童と-種のクリシェや流行語,商品の一部として流通する閲有名詞や宣伝文句,

会話の断片などを多用し,秘教的隠職を避ける彼の流儀には,詩そのものをも生活の場

として捉えようとする考え方が現れている｡ただし,彼はそれらのことさらに日常的な

言語素材を使いながら,それを完全にバナールな枠組に収めるのでもなく,あからさま

27) ｢もしおまえが信 じないなら ひとは/人工の楽園で生きることができるって/

見回してみろよ｣HWeruldunlChtglaubstdanman/lmkunsdlChenParadieslebenkann/sleh
dlChum"(93)
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に不条理な印象をもたらすような文脈破壊を行うのでもなく,あくまでもさりげなく,

それ以外には実現しえなかった新たな眺めをもたらすような組み合わせ,配合,配列を

工夫する｡2H) その繊細な作業そのものを結果的にカモフラージュしているのが,常にそ

こに姿を曝し,肉声を聞かせ続ける等身大の詩人の身振 りである｡彼は自作のあらゆる

詩の中から語りかけ,瞬時にその日常へと読者を引き寄せ,世界の眺めを変容させると

同時に,彼自身とその詩自体について読者を暗示にかける｡

｢おれがそれだ｡おれはずっとそれだった｡/家の鍵をもてあそび/そして当然ながら

朝飯のことを考え/歴史の中で/そして手紙を書 く男だ,未来に宛てて｡｣"IchblnCS.

IchbュneSlmmergeWeSen./DermltWohnungsschlusselnsplelt/undselbstverstandhch

anclnFruhstuckdenkt/inderGeschlChte/undBrlefeschrelbtandleZukunft."(127)

先に触れた作品 ｢歴史｣はこのように締めくくられる｡この自画像に現れるボルンは,

あくまでも歴史と世界の (外部ではなく)内部にある自らの (日常)を強く意識した上で,

一貫してそこでの自分の位置を探 りながら,その姿を未来へ伝えようとしている｡詩集

『発見者の臼』は,(日常)の閉塞状況からの出口を体現しようとする言語表現の試みで

ある｡その目指す方向には, ｢願望｣の未来がある｡この作品世界を構成する諸作品は,

まさに,そのような試みを報告しつつ,受け取る者,読む者をこれに巻き込もうとする

｢未来への手紙｣なのである｡2り)

BriefeandieZukunft

- ZurPoetikYonNICOlasBornsGedichtbandDa∫AHgede∫Tj172tde戊e汀

HirokiKINllJIIUCHI

NicolasB()rnhat1967seinenerstenGedichtbandMa戊晦 pubhzlert･Borns

Lyrikin SelnenerStenbeidenGedichtbandenzelgtjedochuntibersehbardieSpur

dcrerlerntenStilevonBrechtundBrlnkmannsowievonzeltgenbssischcname-

rikanischenLyrikern,insbesondereFrankO'Hara.Mitseinem drittenBandか｡∫

AHgede∫E711delke7TgelingtesBorn,dieelngeilbtenMethodenganzorlglnellauf

seineelgenenStoffeanzuwenden･

28) フォルムヴェ-クは,このようなボルンの戦術について,｢把握Lがたいものを,

にもかかわらず具体的なもの｣として表現し, ｢経験を,ふつうの関連から解放して伝え
る｣ものと評している｡彼の指摘通り,そのような作業を担いうるものとしての ｢言葉

への信頼｣もまた,ボルンの特徴であろう｡vgl.V()rmweg,a.a.0.
29) 手紙のモチーフはボルンの小説作品群においても極めて重要な位置を占めるが,

この間題についてはまた機会を改めて論じたい｡
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punktdersinnlichenErweiterungderlyrischenWelt･DasSystem derK6rper-

metaphorlkselbstlStbeiBornnichtsehrorlglnell･Ganzcharakteristischistdie

Weise,wieerdasKorpermotivbenutzt,um eineentfernteWirklichkeitheran-

zuziehen･SosprichtdaslyrlSChelchbeispielswelSeSeinenelgenenFufianund

spaterwirdderAnlassdafdrerklart:Daslchbabeim FernsehendieTagesschau

HvollYonTotenHgesehen,HsiepacktendieTotembetdenFuLSgelenken/und

schleiftensiczueinem Sammelplatz･H

ImJahr1970,alsBornanGedichtenfurDd∫AHgede∫E71tde戊e打SChrleb,

plantenerundHermannPeterPiwitteineFernseh-Dokumentadon･Darinsollte

elneUmfragemachdenWunschtraumenderBefragtendurchgeftihrtwerden･

PIWittundBorne-arteten,dassdieBeffagtenHihreunterdrtlCktenoderabge-
triebenenWunsche,Tr瓦ume,FantasienwlederentdeckenHwGrden.3)DieAntwor-

tenk6nnten"BausteineeinerkonkretenUtople"sein･Indiesem Kontextmuss

mandaswiederholtauftretendeWunsch-ModvlndenGedlChtzeileninterpre-
tieren.DieGliickvortAuschendenSzenenindenGedlChtensollendem Leser

dieverstecktenWtinschederMenschenbewusstmachenundinihrer()berfl左ch-

11Chkeitentlarven.

AberdasWahnsystemWirklichkeltZutibeⅣinden,erschelntauChBom sehr

schwer.DennochwirdderVersuchdieserUberwlndunglnVlelenselnerGedlChte

zumHauptthema,indenendaslyrischeIchbildliChAusgangeausverschiedenen

mehroderwenlgerkonkretdargestelltenRaumenundSituationensucht･Die

Utopleim BornschcnSinneliegenlChtinderZukunft,sondernlatentim hier

undjetzt･DeshalbbrauchterkeュnkonkretesBil°desUtopischenzumalen･Dd∫

AHgede∫E71tdech7TZelgt,dassBorndieAufgabederLiteraturdarinsleht,den

immerwiedererneutim AlltagslebenanzusetzendenVersuchdeselgen山ch

unm6glichenWiderstandsgegendieWahnsinnlgeabervorlえufigeWirklichkeit

darzustellenundselbsteinenTeildesselbenVersuchszuverk6rpern･Damit

zelgenSi°hseinelch-GedichteinihrerGesamtheitalsdasvielfachgemalte

SelbstbildnisdesDichters,das,alswareesindenprlVatenBriefen,denLeser
direktanredet,wieBornunterdemTite l "DreiWunsche"und"Geschichte"1n

denGedlChtzeilengeauLSerthat:ErwdnschtMBriefezuschreibenl,]indenen

ich/ganzenthaltenbin"undschreibtBriefe"andieZukunft".

3) HermannPeterPIwltt:DasLand,vondemnlemandetwaswells,auL3er,))dafSdasda
sowleSOnlChtfunktlOnlertくく･NICOlasBornunddleUtople･ln:TextundKrltlk,S･42-49,hler
S.42.
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